
○
法
務
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
三
件
）

（
衆
）

は
提
出
時
の
先
議
院

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

1
0
8
国
会

　
5
2

下
級
裁
判
所
の
設
立
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
衆
）

六
二
、
三
、
九

六
二
、
八
、
二
五

六
二
、
九
、
一

可
　
　
決

六
二
、
九
、
四

可
　
　
決

六
二
、
七
、
六

六
二
、
八
、
二
一

可
　
　
決

六
二
、
八
、
二
五

可
　
　
決

百
八
回
国
会

　
衆
　
継
　
　
続

1
0
8
国
会

　
6
2

外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
一
六

九
、
九

　
　
九
、
一
八

可
　
　
決

　
　
九
、
一
八

可
　
　
決

七
、
六
　
　
九
、
四

可
　
　
決

　
　
九
、
四

可
　
　
決

1
0
8
国
会

　
8
1

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
二
六

八
、
二
七
　
　
九
、
一
〇

可
　
　
決

　
　
九
、
一
八

可
　
　
決

七
、
六
　
　
八
、
二
五

可
　
　
決

　
　
八
、
二
七

可
　
　
決

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

8

外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

坂
上
富
男
君

外
　
四
　
　
名

　
（
六
二
、
八
、
二
八
）

六
二
、
八
、
三
一

六
二
、
八
、
三
一

　
　
（
予
）

六
二
、
八
、
三
一

未
　
　
　
　
　
　
　
了



下
級
裁
判
所
の
設
立
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第
五
二
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
簡
易
裁
判
所
設
立
後
の
社
会
事
情
の
変
化
に
か
ん

　
が
み
、
そ
の
配
置
を
適
正
化
し
、
そ
の
機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
る

　
た
め
簡
易
裁
判
所
の
新
設
、
廃
止
及
び
管
轄
区
域
の
変
更
を
行
う
と

　
と
も
に
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
整
理
を
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
人
口
の
増
加
等
に
よ
り
相
当
数
の
事
件
が
見
込
ま
れ
る
町
田
市

　
　
及
び
所
沢
市
に
簡
易
裁
判
所
を
新
設
す
る
。

　
二
、
事
件
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
小
規
模
簡
易
裁
判
所
に
つ
い

　
　
て
は
、
三
崎
簡
易
裁
判
所
ほ
か
百
庁
の
簡
易
裁
判
所
を
廃
止
し
統

　
　
合
す
る
。

　
三
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
及
び
北
九
州
の
大
都
市
地
域
に
存
す
る

　
　
簡
易
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
人
的
、
物
的
な
執
務
態
勢

　
　
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
各
都
市
に
所
在
す
る
十
七
庁
の
簡

　
　
易
裁
判
所
を
廃
止
し
統
合
す
る
。

　
四
、
裁
判
所
法
三
十
八
条
に
基
づ
く
事
務
の
移
転
に
よ
り
、
全
く
事

　
　
務
を
取
り
扱
つ
て
い
な
い
五
日
市
簡
易
裁
判
所
ほ
か
二
十
庁
の
簡

　
易
裁
判
所
を
廃
止
す
る
。

五
、
交
通
の
利
便
等
に
か
ん
が
み
、
新
島
簡
易
裁
判
所
ほ
か
八
庁
の

　
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
区
域
の
一
部
を
他
の
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
区

　
域
に
変
更
す
る
。

六
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
に
伴
い
、
市
町
村
名
の
変
更
等
所
要
の

　
整
理
を
す
る
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
簡
易
裁
判
所
の
新
設
並
び
に
東
京
、
大
阪
及
び

　
名
古
屋
の
各
都
市
の
簡
易
裁
判
所
の
統
合
に
つ
い
て
は
政
令
で
定

　
め
る
日
か
ら
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
三
年
五
月
一
日
か

　
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
簡
易
裁
判
所
設
立
後
の
社
会
事
情
の
変
化
に
か
ん

が
み
、
そ
の
配
置
を
適
正
化
し
、
そ
の
機
能
の
充
実
、
強
化
を
図
る

た
め
簡
易
裁
判
所
の
新
設
、
廃
止
、
管
轄
区
域
の
変
更
等
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

　
第
一
に
、
町
田
簡
易
裁
判
所
及
び
所
沢
簡
易
裁
判
所
を
新
設
す
る



こ
と
、
第
二
に
、
五
日
市
簡
易
裁
判
所
ほ
か
二
十
庁
の
事
務
を
取
り

扱
つ
て
い
な
い
簡
易
裁
判
所
を
廃
止
し
、
三
崎
簡
易
裁
判
所
ほ
か
百

庁
の
小
規
模
簡
易
裁
判
所
及
び
大
都
市
地
域
に
所
在
す
る
十
七
庁
の

簡
易
裁
判
所
を
廃
止
し
統
合
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
新
島
簡
易
裁
判

所
ほ
か
八
庁
の
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
区
域
の
変
更
及
び
市
町
村
の
廃

置
分
合
等
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
簡
易
裁
判
所
の
理
念
、
統
廃
合
の
基

準
の
た
て
方
、
受
付
事
務
の
あ
り
方
、
統
廃
合
さ
れ
る
地
域
に
お
け

る
今
後
の
事
件
処
理
の
方
法
及
び
大
都
市
地
域
に
存
す
る
簡
易
裁
判

所
の
一
律
一
庁
化
等
に
つ
き
ま
し
て
質
疑
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
ほ
か
、

参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・

護
憲
共
同
を
代
表
し
て
一
井
委
員
よ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て

橋
本
理
事
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
法
律
案
に
つ
い
て
反
対
の
意
見
が
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
つ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
守
住
理
事
よ
り
、
簡
易
裁
判
所
の
機

能
の
一
層
の
充
実
、
強
化
を
図
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
自
由
民
主

党
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
日
本
共
産

党
、
民
社
党
・
国
民
連
合
及
び
西
川
委
員
共
同
提
案
に
係
る
附
帯
決

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第

六
二
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
外
国
人
登
録
制
度
の
適
正
化
及
び
合
理
化
を
図
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
登
録
等
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
け
る
指
紋
の
押
な
つ
を
原
則

　
と
し
て
最
初
の
申
請
の
場
合
に
限
る
こ
と
と
し
、
登
録
さ
れ
て
い

　
る
者
と
当
該
申
請
に
係
る
者
と
の
同
一
性
が
指
紋
に
よ
ら
な
け
れ

　
ば
確
認
で
き
な
い
と
き
等
特
に
指
紋
の
再
押
な
つ
を
命
じ
ら
れ
た

　
と
き
を
除
き
、
重
ね
て
指
紋
を
押
な
つ
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

　
な
お
、
押
す
べ
き
指
紋
は
、
登
録
原
票
及
び
指
紋
原
紙
に
押
せ
ば

　
足
り
、
登
録
証
明
書
に
は
指
紋
を
転
写
す
る
。

二
、
登
録
証
明
書
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
・
カ
ー
ド
型
の
も
の
に
改
め
る
こ



　
と
を
前
提
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
。

三
、
新
規
登
録
を
受
け
た
者
ま
た
は
前
回
確
認
を
受
け
た
者
は
、
新

　
規
登
録
を
受
け
た
日
等
の
後
の
五
回
目
の
誕
生
日
か
ら
三
十
日
以

　
内
に
確
認
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
在
留
の

　
資
格
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
者
及
び
在
留
期
間
が
一
年
未
満
で
あ

　
る
等
の
た
め
指
紋
を
押
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
登
録

　
等
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
以
上
五
年
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
短

　
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

　
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
次
ペ
ー
ジ
参
照

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第
八
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
養
父
母
と
の
間
に
実
の
親
子
と
同
様
な
強
固
で
安

定
し
た
親
子
関
係
を
成
立
さ
せ
る
特
別
養
子
制
度
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
従
来
の
養
子
制
度
の
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
特
別
養
子
制
度

　
１
　
特
別
養
子
縁
組
は
、
実
親
に
よ
る
監
護
が
著
し
く
困
難
ま
た

　
　
は
不
適
当
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
の
あ
る
六
歳
未
満

　
　
の
子
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
が
、
養
親
と
な
る
者
の
六
ヵ
月

　
　
以
上
の
期
間
の
監
護
状
況
を
考
慮
し
て
、
子
の
利
益
の
た
め
特

　
　
に
必
要
の
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
、
審
判
に
よ
り
成
立
さ
せ
る
。

　
２
　
養
親
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
二
十
五
歳
以
上
の
夫
婦

　
　
と
す
る
。

　
３
　
縁
組
の
請
求
は
、
養
親
と
な
る
者
が
す
る
も
の
と
し
、
実
親

　
　
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。

　
４
　
縁
組
の
成
立
に
よ
り
、
特
別
養
子
は
養
親
の
嫡
出
子
と
し
て

　
　
の
地
位
を
取
得
し
、
特
別
養
子
と
実
親
及
び
そ
の
血
族
と
の
親

　
　
族
関
係
は
、
婚
姻
障
害
を
除
き
、
終
了
す
る
。

　
５
　
離
縁
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
６
　
特
別
養
子
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
養
子
に
つ
い
て
新
戸
籍
を

　
　
編
成
し
た
後
、
同
戸
籍
か
ら
養
親
の
戸
籍
に
入
籍
さ
せ
る
。

二
、
従
来
の
養
子
制
度
の
改
正

　
１
　
夫
婦
の
一
方
で
も
、
養
子
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
を
除
き
、

　
　
配
偶
者
の
同
意
を
得
て
、
単
独
で
縁
組
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



　
２
　
父
ま
た
は
母
が
氏
を
改
め
た
こ
と
に
よ
り
子
が
婚
姻
中
の
父

　
　
母
と
氏
を
異
に
す
る
と
き
は
、
子
は
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得

　
　
な
い
で
そ
の
父
母
の
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
養
子
制
度
の
充

　
実
等
を
図
る
た
め
、
従
来
の
養
子
制
度
の
ほ
か
に
、
子
の
利
益
の
た

　
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
家
庭
裁
判
所
が
、
審
判
に
よ

　
り
、
婚
姻
障
害
を
除
き
実
親
側
と
の
親
族
関
係
を
終
了
さ
せ
て
、
養

　
父
母
と
の
間
に
強
固
で
安
定
し
た
親
子
関
係
を
成
立
さ
せ
る
特
別
養

　
子
制
度
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
養
子
制
度
に
つ
い
て
も
、

　
配
偶
者
の
あ
る
者
が
縁
組
を
す
る
要
件
を
緩
和
し
、
あ
わ
せ
て
、
親

　
族
関
係
の
変
更
に
伴
う
氏
の
変
更
に
関
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行
お

　
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
別
養
子
制
度
新
設
の
趣
旨
、
特
別

　
養
子
縁
組
に
お
け
る
実
親
の
同
意
、
実
の
親
子
関
係
の
断
絶
、
従
来

　
の
養
子
制
度
に
お
け
る
夫
婦
共
同
縁
組
要
件
の
緩
和
等
に
つ
き
ま
し

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承

知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結

果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
外
国
人

登
録
制
度
の
適
正
化
及
び
合
理
化
を
図
る
た
め
、
登
録
等
の
申
請
を

す
る
場
合
に
お
け
る
指
紋
の
押
な
つ
は
原
則
と
し
て
最
初
の
申
請
の

場
合
に
限
る
と
と
も
に
、
在
留
の
資
格
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
者
等

に
つ
い
て
市
町
村
長
に
よ
る
登
録
事
項
の
確
認
の
期
間
を
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
登
録
証
明
書
の
引
き
か
え
交

付
及
び
代
理
受
領
に
関
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
指
紋
押
な
つ
制
度
の
必
要
性
・
合
理

性
、
登
録
証
常
時
携
帯
義
務
規
定
の
運
用
、
罰
則
の
妥
当
性
等
に
つ

き
ま
し
て
質
疑
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
ほ
か
、
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す

る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ

つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
・

護
憲
共
同
を
代
表
し
て
矢
田
部
委
員
よ
り
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を



代
表
し
て
猪
熊
理
事
よ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
橋
本
理
事
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
法
律
案
に
つ
い
て
反
対
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
つ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
守
住
理
事
よ
り
、
外
国
人
登
録
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
、
法
運
用
に
当
た
つ
て
の
配
慮
等
を
内

容
と
す
る
自
由
民
主
党
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
、
公
明
党
・
国

民
会
議
、
日
本
共
産
党
、
民
社
党
・
国
民
連
合
及
び
西
川
委
員
共
同

提
案
に
係
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
本
委

員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




